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§１．研究実施体制 

 

（１）「植村」グループ 

① 研究代表者：植村 卓史 （京都大学大学院工学研究科 准教授） 

② 研究項目 

・ナノ空間材料のテーラーメイド合成と高分子材料への応用 

 

（2）「長岡」グループ 

① 主たる共同研究者：長岡 正隆 （名古屋大学大学院情報学研究科 教授） 

② 研究項目 

・分子シミュレーションを用いたナノ空間内ゲスト分子の秩序構造解析 

 

（3）「水野」グループ 

① 主たる共同研究者：水野 元博 （金沢大学理工研究域 教授） 

② 研究項目 

・固体 NMR を用いたナノ空間内ゲスト分子のダイナミクス解析 
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§２．研究実施の概要 

 

MOF を鋳型とした共重合におけるシークエンス制御 1) 
多孔性金属錯体(MOF)のチャ

ネルにモノマー分子を固定し、

これを繋ぐように別のゲストモ

ノマーと共重合することで、

MOF の周期性を反映したシー

クエンス制御高分子の合成に成

功した。すなわち、MOF の 1 次

元空間にイソフタル酸誘導体(X)を 0.68nm の距離で周期的に配置することで、その間にビニ

ルモノマー(Y)がちょうど 3 つ入って重合が進行し、まるで生体系での高分子合成のように、

MOF の分子情報が高分子に転写されるという画期的な反応システムを構築した。本研究で

は、グラムスケールでの高分子調製が可能なことも実証していることから、学術的のみなら

ず産業的にも非常に大きな成果になったと言える。 
 

ドナー・アクセプター分子を分子レベルで完全交互配列 2) 
 MOF の異方性骨格構造を反映

させることで、ドナーアクセプタ

ーの集合状態を分子レベルで合

理的かつ緻密に作り出すことが

できることを実証し、光電子デバ

イスの高効率化に向けた有用な

設計指針を与える材料の構築に

成功した。アクセプターである酸化チタンナノワイヤーが構造内に導入された MOF を合成

し、その一次元ナノ空間内で、ドナー性高分子であるポリチオフェンを合成することで、ド

ナーとアクセプターが分子レベルで、完全かつ交互に配列した構造体を創製した。種々の分

光測定から、光励起でポリチオフェンから MOF へ電子の移動が起こり、電荷分離状態を形

成していることが分かった。本研究で合成したこの構造体の電荷分離状態の寿命を調べた

ところ、1 ミリ秒を超え、酸化チタン系のこれまで報告されているものよりも約 1000 倍長

い、長寿命電荷分離状態を作り出すことに成功した。 
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